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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公開番号】特開2007-99655(P2007-99655A)
【公開日】平成19年4月19日(2007.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2007-015
【出願番号】特願2005-289904(P2005-289904)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/72     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   7/00    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   7/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   7/00    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ   7/00    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月5日(2008.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　現代は過剰なストレスの時代と言われており、景気の低迷などの社会状況の影響もあり
、過剰に負荷されたストレスから自殺する人の数は、既に交通事故で死亡する人の数を上
回っている。この様な過負荷ストレスは、肌の状態にも影響を及ぼすことが知られており
、かかる皮膚機能の損失を、ストレスを緩和することにより改善するための種々の有効成
分が開発されている。（例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３、特許文献４、特
許文献５を参照）しかしながら、この様な成分のみでは、実際に損なわれた機能が回復す
るまでは、皮膚の状態は損傷されたままの状態であり、刺激による炎症反応を起こしやす
く、これが改悪原因ともなるので、その効果を奏するまでにかなりの時間が必要であった
。その意味で、前記の対処では十分とは言い難い面が存した。

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　この様な炎症の改善には、極少量の油性成分を微細なマイクロエマルションに加工して
、皮膚に投与し、該油性成分によって真皮上部に油性のバリア層を構築し、バリア機能を
一時的に向上させることが有益であると言われている。但し、この様な状況下では界面活
性剤として非イオン界面活性剤を使用することは、そのものの刺激が発現してしまうため
好ましくないと言われている。この為、アルキル変性カルボキシビニルポリマーなどの乳
化作用を有する増粘剤が使用される。（例えば、特許文献６を参照）しかしながら、アル
キル変性カルボキビニルポリマーのみでは、乳化安定性に限度が存するし、粘度自体も５
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０００ｍＰｓを越えるような高粘度にせざるを得ない。この様な高粘度域では、前記の効
果は期待できない。尚、マイクロエマルションとは、一般的には、通常１μｍ以下の微細
な粒子の一様分散系であり、エマルション系よりは、可溶化系に近い形態と言われている
。外観上は紫色がかった少し濁りを感じる透明の態様を有している。

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の化粧料に於いては、前記の必須成分以外に、通常化粧料で使用される任意成分
を含有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッツ油、ア
ボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラワー油、
綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、
硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、
還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類；流動パラフィン、ス
クワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイクロクリ
スタリンワックス等の炭化水素類；オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸、ミリス
チン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類；セ
チルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコー
ル、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級
アルコール等；イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘ
キシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セ
チル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカ
プリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２
－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、
トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタン
エリトリット等の合成エステル油類；ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロ
キサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン；オクタメチルシクロテトラ
シロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサ
ン等の環状ポリシロキサン；アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサ
ン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等
のシリコーン油等の油剤類；ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミン
エーテル等の脂肪酸石鹸ではないアニオン界面活性剤類；塩化ステアリルトリメチルアン
モニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類
；イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド
－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタ
イン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤
類；ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソル
ビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコ
ール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導
体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタ
ンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビッ
ト脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸
エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（
ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエー
テル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類
（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエー
テル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥ
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ヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪
酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類；ポリエチレングリコール、
グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリトー
ル、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イ
ソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４－ヘキサンジオール、１，２－
ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類；ピロリドンカルボ
ン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類；表面を処理されていても良い、
マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸
（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、；表面を処理されていても良
い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛
の無機顔料類；表面を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス
等のパール剤類；レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号
、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙
色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫
色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類；ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、
ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類；パラアミノ安息香
酸系紫外線吸収剤；アントラニル酸系紫外線吸収剤；サリチル酸系紫外線吸収剤；桂皮酸
系紫外線吸収剤；ベンゾフェノン系紫外線吸収剤；糖系紫外線吸収剤；２－（２’－ヒド
ロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４’－ｔ－
ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類；エタノール、イソプロパノール等の低級
アルコール類；ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ6塩酸塩、ビタミンＢ6トリパルミ
テート、ビタミンＢ6ジオクタノエート、ビタミンＢ2又はその誘導体、ビタミンＢ12、ビ
タミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類；α－トコフェロール、β－トコフェロール
、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミ
ンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタミン類等；フェノキシ
エタノール等の抗菌剤などが好ましく例示できる。

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前記ダイマー酸と前記ダイマージオールとを常法に従いエステル化することにより、ダ
イマー酸とダイマージオールのエステルを製造することが出来る。この様なダイマー酸と
ダイマージオールのエステルの中で特に好ましいものは、ダイマージリノール酸ダイマー
ジリノレイルであり、この様な構造のものには既に市販品が存し、かかる市販品を購入し
て利用することも出来る。ダイマージリノール酸ダイマージリノレイルの市販品としては
、日本精化株式会社製の「ラスプランＤＤ－ＤＡ７」が好ましく例示できる。
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